
⽇時 ︓ 2021年7⽉28⽇（⽔）17:00〜18:00
開催⽅法︓Zoomによるオンライン配信
説明者 ︓劉雪峰（新潟⼤学理学部数学プログラム准教授）

齋藤裕（新潟⼤学教育・学⽣⽀援機構特任准教授）
池浩⼀郎（新潟⼤学博⼠研究員）

Cloud Education System（CES）
遠隔授業に必要なプログラミング環境や数学演習の⾃動採点の機能を提供します。

⾃動出題・⾃動採点機能
利⽤説明会



Cloud Education System

CESの概要
Cloud Education System（CES）は、Googleのクラウドサービスを利⽤して
⼤学の授業実施に役⽴つ複数の機能を提供するオンライン教育システムです。

Webブラウザを介して https://www.ces-alpha.org/にアクセスすることで、
主に以下の機能を無料で（※）利⽤することができます。
• 授業管理（授業ホームページの開設、レポート・アンケートの実施・集計等）
• 仮想プログラミング環境（動的な仮想マシン上でのJupyterLabの使⽤）
• オンラインサポート（学⽣・教員・TA間のチャット形式での質問対応）
• 数学演習問題の⾃動出題・⾃動採点

1※フルサポートのある商⽤版は、来年度以降に提供予定です。

https://www.ces-alpha.org/
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⾃動出題・⾃動採点機能の特徴
• SymPy（Pythonのライブラリの1つ）をベースにした独⾃の数式処理技術を
備えており、例えば「2x+6」が正答の問題に対して「2(x+3)」と
解答した際にも、数式の等価性を認識して正しく採点します。

• 学⽣にとってはハードルの⾼い解答の際の数式⼊⼒を補助するため、
テスト提出前の⼊⼒式の⽂法チェック機能を提供しています。

• 問題作成ではランダムに変化する変数（パラメータ）を設定することができ、
学⽣ごとテストごとに異なる類似問題を出題可能です。
学⽣間での解答の共有防⽌や反復演習に役⽴ちます。
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⾃動出題・⾃動採点機能の利⽤の流れ
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CES
システム教員 学⽣

授業の作成

問題の作成

演習・⼩テストの作成

⾃動採点結果の表⽰

授業への参加登録

演習・⼩テストの⾃動出題

解答
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反転授業での利⽤イメージ（昨年度の実施例）
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教員 学⽣

事前準備
⼀度作成すれば
使い回しや共有が可能

①問題を作成し、
演習＆⼩テストを⽤意する

学⽣の⾃習学習の資料も⽤意する

授業前（⾃習学習） ②演習問題に解答する
理解（完答）するまで何度でも挑戦できる

⾃動出題・⾃動採点で
繰り返し学習が捗る︕

授業中

③演習問題を解説する

⑤次の授業内容を解説する

④ 15分間で⼩テストに解答する
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学⽣からの声 (R2年度のGコード科⽬ 数学基礎A1,A2)

• 課題の提出状況がモチベーションにつながった。
• とても使い勝⼿の良いシステムだなと思ったのでこれを⽤いる授業が増えてもいいなと思いました。
• すぐに採点されるのはとても助かる。
• 解答の確認ができるシステムの⽤意は良い。が、もう少し数学記号の代替となる記号をもう少しうまく提
⽰できるとよい。

• 解説ビデオはとても学習の役に⽴った。何度も視聴でき、よくわからなかったところの復習にも使えたの
でとてもありがたかった。

• （問題を回答するとき）途中回答の保存などは使いやすく良かったと思います。
• あらかじめ課題を課して解く⽅式は、授業の理解が深まる⽅法だと思うので続けていってほしい。
• 複雑な計算が多く時間がかかることもあったため、途中回答の保存ができたのはありがたかった。
• …ちょっと数学ができるようになって嬉しくなりました。
• オンラインの環境下でも集中して学習することができてよかったです。
• 素晴らしいシステムで、初⼼者の⾃分でもすぐ慣れた。
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システムの機能と特徴
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以下では、⾃動出題・⾃動採点の使⽤画⾯を⽤いて、
システムが提供する機能と特徴を説明します。
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問題の作成①
問題はグループに分けて管理されます。
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問題の作成②
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解答の形式を「⽳埋め式」「選択式」
「⾏列⼊⼒」から選べます。

数式はLaTeXの記法で⼊⼒し、
右にプレビューが表⽰されます。

問題中の変数（パラメータ）の
値の候補を設定でき、出題時には

学⽣ごとテストごとに
値がランダムに決定されます。
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問題の作成③
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学⽣が誤答した際に表⽰される
ヒントを設定できます。

実際の⾃動出題に対応する問題全体の
プレビューが表⽰されます。
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テストの作成①
作成した複数の問題を集めて、学⽣に⾃動出題するテストを作成します。
演習（授業外で取り組む想定）と⼩テスト（授業内で取り組む想定）の
区別が可能です。
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テストの作成②
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学⽣が現在テストに解答できるか
どうかを制御できます。

完答するまでの繰り返しの提出を
許すかどうかを設定できます。
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テストの作成③
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指定したグループの問題⼀覧から、
任意の問題を上の出題リストに

追加できます。

出題リスト内の問題の削除と
順序変更が可能です。
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テストの⾃動出題・解答（学⽣の画⾯）①
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学⽣の解答画⾯の初めには
数式⼊⼒に必要な記法についてまとめた表が

表⽰され、学⽣は表を参照しながら
実際の⼊⼒を⾏うことができます。
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テストの⾃動出題・解答（学⽣の画⾯）②
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選んだテストの出題リストに
従った問題が配置され、

学⽣は数式等を⼊⼒して解答します。

学⽣の数式⼊⼒を補助するために、
前ページの表に加えてテスト提出前の

⼊⼒式の⽂法チェック機能を
提供しています。
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⾃動採点結果の表⽰
学⽣の解答は、⾃動採点後に下のような分析結果へと⾃動的にまとめられます。
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得点の分布

各問題の正答者数

提出回数による
ランキング

各履修者の得点の詳細
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⾃動出題・⾃動採点システムのデモ

• (齋藤さんによるデモをします)
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システムの使⽤について
ぜひ担当授業でのCESの使⽤をご検討ください。

2021年度秋の授業の使⽤（試⽤）に対して、以下の対応が可能です。
Ø事前のシステムの導⼊やテストなどの対応
Ø授業実施中のサポート
Ø教員のニーズに応じて必要な機能を随時開発・実装

ご意⾒やご要望がありましたら、遠慮なくCESのチームまでご連絡ください。

※新規授業の作成については、 CESのチームまでに連絡してくさい。
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今後の発展について
システムの開発
Ø実際の授業の使⽤ニーズに応じて、システムの機能を強化
Ø⼤学の学務システムとの連携
ØMoodle（オンライン学習管理システム）との連携
Ø演習問題のデータベースの作成と提供

サービスの事業化
Ø安⼼なサポートを提供するために、外部の会社への委託や起業を検討中
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